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今年度より刊行を開始したシリーズ第1巻です。当館所蔵である

勤
きん

功帳
こうちょう

は、八戸藩に仕えた藩士一人一人の役職や勤務功績などを

記した経歴書のような資料で、藩主ごとに記されています。本書に

は、初代直房～四代広信の時代を収録しました。 

原資料は、難解なくずし字でいろは順に記されているため、読み

やすいように翻刻し、巻末には50音順の索引をつけて、利便性を

向上させました。 

八戸藩士がどのような仕事をしていたのか知りたい方やご先祖様

について調べたい方は、ぜひ本書をお役立てください！ 

★A5判802頁 5,500円（税込）。市内書店等でお買い求めいただけます。 

 

 

 

当グループでは、郷土に関する歴史資料を収集しています。収集した資料は、どなたでも利用

できるように目録を作成します。 

第6集には、令和4年度に寄贈された資料および再整理した資料を掲載しました。 

山本敏夫氏収集資料（17点）・石橋家（江陽）文書（2点）・遊歩堂収集資料（160点） 

村上家（三日町）文書（27点）・八戸市勢要覧（16点）・日東化学工業資料（61点） 

アメリカ進駐軍キャンプホーゲンの写真、戦時中の日記、八戸市行政資料、参勤交代関係etc... 

貴重な資料を数々所蔵しております。閲覧をご希望の場合は、事前申請が必要ですので、図書館

ホームページをご覧ください。 

 

 

 

当館では、所蔵している古文書等の資料を定期的に「燻蒸
くんじょう

」し、管理しています。 

さて、「燻蒸」とは何をすることでしょうか？ 

①資料を白くすること ②資料に匂いをつけること ③資料を殺菌すること ④資料の匂いを取ること 

                                     

                                        

☆歴史資料グループのお仕事クイズ☆ 

 

八戸市立図書館 

令和５年度の主な事業 
 



③資料を殺菌すること 

「燻蒸」とは、資料を守るために、薬剤を使って殺菌・殺虫・殺卵することです。 

この作業中は、図書館は臨時休館となりますが、皆様のご理解ご協力をお願いいたします。 

今年度の実施の様子。燻蒸中、館内は立入禁止となります。➡ 

 

 

 

 

 

 

 

八戸市立図書館と八戸市博物館が連携した本講座。今年度は「八戸は海と共にある」をテーマ

として、講師の方々にご講演いただきました。延べ171名の方々が参加されました。  

 

 

 

 

当館では、多くの古文書を所蔵しています。これらに親しんでもらうため、中世～近代の八戸

に関する史料をテキストとして、くずし字の基礎を学ぶ講習会を開催しました。全5回で、延べ

43名の方々に熱心に取り組んでいただきました。 

 

 

 

 日時 演題 講師 

第1回 6月25日(日) クジラ―鯨と人の関わり― 
杉山 陽亮 

（八戸市教育委員会社会教育課 副参事） 

第2回 7月23日(日) 
盛岡領における海の玄関 

野辺地湊―その歴史と課題― 
鈴木 幹人（野辺地町歴史を語る会 会長） 

第3回 10月21日(土） 縄文人は海を越えたか？ 水ノ江 和同（同志社大学文学部 教授） 

第4回 1月13日(土) 八戸の海と文化財 小保内 裕之（八戸市博物館 館長） 

 日時 内容 

第1回 8月20日(日) 古文書ってなんだろう 概説・辞書の使い方 

第2回 8月27日(日) 中世の資料を読もう 室町・戦国時代の古文書 

第3回 9月03日(日)  近世の資料を読もう（1） 江戸時代の古文書 

第4回 9月10日(日)  近世の資料を読もう（2） 江戸時代の古記録（日記） 

第5回 9月24日(日) 近代の資料を読もう 明治時代の古記録（日記） 

 

発行・編集 

八戸市立図書館 歴史資料グループ 

〒031－0022八戸市大字糠塚字下道2-1 

TEL・FAX 0178-73-3234 

E-mail shishi@city.hachinohe.aomori.jp 

 

当グループでは、八戸に関する資料の寄贈の受入れを行なっています。 もし、処分しようか悩んでいる 

古文書等の郷土資料がありましたら、まずはご相談ください！！ 

※受入れに至らない場合もございます。寄贈後の取扱いは、当館にご一任いただきますので、予めご了承ください。 

 

 

 

☆歴史資料グループのお仕事クイズ・答え☆ 

 

 


